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要約 
静岡市の麻機遊水池周辺において, 絶滅が危惧されているホトケドジョウの生息状況を明ら
かにするために, 多点で分布調査と個体数調査を行った. その結果, 生息範囲は狭く限られ, 生
息数は 150 個体以下と推測された. また, 対象個体群の遺伝的地域特異性を把握するためにミ
トコンドリアDNAを比較したところ, 本集団が遺伝的に東海近畿型に属し, 地域特異性を有し
た生物地理学上重要な集団であることが明らかになった. しかし, 同市内の S 中学校で行った
絶滅危惧種についての意識調査では, ホトケドジョウの存在は十分に知られていなかった. 今
後, 学校教育における環境教育の学習において, 本調査で得られた基礎データが学習効果の向
上と保全活動に用いられることが期待される. 
 
1. はじめに 
ホトケドジョウ Lefua echigonia Jordan and Richardson, 1907は, コイ目ドジョウ科ホトケドジ
ョウ属の体長 6cm ほどの淡水魚で, 日本の固有種である. 本種は青森県を除く東北地方から近
畿地方までの本州, 四国に分布し, 水温が低く流れの緩やかな河川や湿地, 水田等に生息する 
(細谷, 2003). 外部形態は別属のドジョウMisgurnus anguillicaudatus Cantor, 1842に似るが, 本種
の口ひげは 4対 8本で口吻は丸く, 10本の口ひげを持ち口吻が細い形態のドジョウと識別が可
能である (図1). また, ホトケドジョウは湧水のある小川や水路に生息し, あまり川底には潜ら
ず中層の水草の間を泳ぎ回り, 小型の節足動物や藻類等を食する. 繁殖期は 3 月下旬から 6 月
上旬であり, 1 尾の雌を数尾の雄が追尾し, 水草や水中の枯草, 落ち葉等に粘着性のある球形の
卵を産み, 卵は 2日から 3日で孵化し, 生後 1年で性成熟することが知られている (澤田, 2001; 
勝呂, 2005; 足立, 2006).  
かつて, ホトケドジョウは身近な生き物であったが, 近年は生息地の破壊や過度な採取など
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により各地で姿を消し (高橋, 1995; 大澤ほ
か, 1998; 板井ほか, 1999;刈田ほか, 2002), 環
境省のレッドデータでは絶滅危惧 IB 類に指
定されている (環境省, 2018). 静岡県のレッ
ドデータでは, 本種は絶滅危惧ⅠB類に指定
されており, 地域別リストでは, 西部で絶滅
危惧Ⅱ類, 中部と東部で絶滅危惧ⅠA 類, 伊
豆半島で絶滅とされ, 西部にはまだ比較的多
く残るものの, 中部と東部では非常に少なく
しかも孤立しているとされる (杉浦ほか, 2004; 静岡県, 2017). また, 本種は遺伝的に東北型と
越後型, 北関東型, 南関東型, 東海近畿型の存在が知られている (Saka et. al., 2003). 
ホトケドジョウは, 学校教育の環境学習において, 絶滅危惧種についての探究活動の対象と
なりうることから, 生物多様性の理解を深める教材として重要であると考えられる. 静岡市巴
川流域の麻機遊水地周辺の生息状況については, 過去に数か所で本種が確認されているものの 
(加藤, 未発表), 現状は不明であり, 他地域の集団との遺伝的な差異についての報告はない. そ
のため, 学校教育でどのように活用できるかは未知数である. そこで本研究では, 麻機遊水地
周辺の生息状況を調査するとともに, 得られた個体の DNA 配列を決定して遺伝的な差異を明
らかにすることを目的とした. また, 静岡市内の S 中学校において本種と絶滅危惧種の認知度
について調査するとともに, 環境教育の一環としてホトケドジョウの現状を授業で紹介し, 身
近な絶滅危惧種に対する認識の向上を試みた. 
 
2. 材料と方法 
本調査は, 過去に巴川流域でホトケドジョウの生息が確認されている, 静岡市葵区柳原の麻
機遊水地周辺で行った (図 2). 捕獲調査を 2017年 3月から 2018年 8月までの 1年 6ケ月間に, 
巴川流域の巴川と浅畑川, これらの支流において合計 95 地点で行った (図 3). 調査では, 各地
点 10 m範囲に 4名 30分間の調査努力量を投入し, 口径 40 cm網目 2 mmのタモ網を用いて捕

 
図 1.  ホトケドジョウ Lefua echigonia (a) とドジョウ

Misgurnus anguillicaudatus (b). スケール, 10 mm. 

 
図 2.  静岡市巴川水系. ■, 調査地.                   図 3.  静岡市麻機遊水地周辺における調査地.         

●, 調査地点. 
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獲を試みた. また, ホトケドジョウが捕獲された場所では, 本種の腹部に存在する白色線の形
状 (図 4) による個体識別を行い (青山, 2000; 赤田ほか, 2005), 再捕獲と Petersen法により個体
数を推定した. 

DNA配列の比較では, 尾部の組織から mtDNA Extractor 
WB Kit (Wako) を用いて DNA を抽出した. PCR 反応は
Yamamoto et al. (2004) に従い, プライマーは H15915 (5’-
ACCTCCGATCTYCGGATTACAAGAC-3’)と L15285 (5’- 
ACCTCCGATCTYCGGATTACAAGAC-3’) を 用 い 
(Aoyama et al., 2000; Inoue et al., 2000), ミトコンドリア
DNA のチトクローム b領域を増幅して塩基配列を決定し
た. DNA 配列は, 日本 DNA データバンクに登録されてい
るデータにおいて, 本調査地である静岡市麻機遊水地周辺
に最も近い産地である静岡県菊川産 AB080177 と神奈川県川崎産 AB090175 のデータと比較
した.  
また, 絶滅危惧種とホトケドジョウに関する意識調査は, 静岡市内の S中学校 1学年 72名を
対象に, 1) 絶滅危惧種という言葉を知っていますか, 2) 知っている絶滅危惧種の名前を書き出
してください, と尋ねるアンケートを実施した.  
 
3. 結果と考察 
3-1. 分布と生息数の調査 
調査を行った 95 地点のうち, 4 地点でのみホトケドジョウの生息が確認され, その生息は 1
支流の 350 m程度の範囲に限られた. 生息地における個体数推定では, 2017年 11月 17日に捕
獲された 5個体を, 白色線形状の記録後に放流し, その後, 2017年 12月 20日に 4名 3時間の調
査努力量によって捕獲した 19個体において 2個体の再捕獲が確認された. この結果を Petersen
法を用いて 95 %信頼区間で生息数を推定したところ, 47.5 ± 48.2個体という結果を得た. また, 
2018年 4月 27日の調査では, 捕獲された 18個体のうち 4個体が再捕獲され, 生息数 85.5 ± 65.7
個体という結果を得た. 
ホトケドジョウの生息が確認された場所は, 年間の水温が 11.5–29.5 ℃であり, 流速は 0.22 m/ 

sec. 程度であった. また, 川幅は約 1.5 m で水深は 0.1–0.3 m, 底質が粗砂で落ち葉が適度に堆
積した環境であった (図5). 同様の環境は, 本支流に並列した異なる小川でも確認できたが, ホ
トケドジョウの生息は確認できなかった. これは, 
各支流の上流部分がつながらず孤立した状態であ

り, 下流の水深が深くて泥が堆積した環境をホトケ
ドジョウが好まず, さらにコイ科やナマズ科などの
捕食生物が存在するため, 下流を通じた異なる小川
への本種の移動と分散が阻害されているためと考え

られる. また, 本種を捕食する外来生物のアメリカ
ザリガニ Procambarus clarkia が, ホトケドジョウが
生息する水域以外で数多く確認されたことも, 本種
の生息と分散を阻害する要因の一つと考えられる. 
本調査において, 過去にホトケドジョウの生息が

 
図 4.  胸鰭基部から腹鰭基部にある 

1対の白色線 (膠原繊維が密に集まっ

た緻密結合組織). 

 
図 5.  ホトケドジョウが確認された水路. 

川幅約 1.5 m.  
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確認された浅畑川上流域の支流 (加藤, 未発表) では, 開発による水路の埋め立てと暗渠化に
よりコンクリートの水路が埋設され, 本種の生存は確認できなかった. また, 小野田ら (1999) 
によって本種の生息が報告された樋橋川支流の水路においても再確認できなかったが, それは
自然流入の土砂による水路の詰まりや繁茂した植物の枯死体と泥の堆積による生息環境の悪化

によるものと推測された. そのため, 巴川流域の麻機遊水地周辺に生息するホトケドジョウの
生息範囲は縮小しており, 本調査の調査範囲において現在は 1 支流のみに生息が限られると推
測した. また, 個体数は少なく, 今後, 農薬の流入や暗渠整備などの生息環境の悪化のほか, 観
賞用としての捕獲圧に対しても, 極めて脆弱な状態にあると言える. 
 
3-2. DNA配列と地理的分布 
ミトコンドリア DNA の配列は, 麻機産のホトケドジョウ 2個体からチトクローム b領域の

521 bpが決定された (表 1). これらの配列は互いに完全に一致した. また, 日本DNAデータバ
ンクの DNA 配列との比較では, 東海
近畿型である静岡県菊川産 AB080177
に最も近く, 1 塩基の違いが確認され
た. 一方, 南関東型である神奈川県川
崎市産とは 74塩基の違いがみられた. 
本調査によって, ホトケドジョウの種
内における遺伝的地域特異性が静岡

市巴川流域麻機産において新たに示

され, 生物地理学的に重要な集団であ
ることが明らかになった. しかし, 捕
獲調査の結果, 麻機遊水地の集団の生
息範囲は狭く限られ, 個体数も少ない
ことから, 今後, この個体群が消滅し
て遺伝的な多型が失われる可能性が

ある. 現在, 麻機遊水地を含め, 巴川
流域のホトケドジョウの生息地は 2－
3 ヶ所が知られるのみで (杉浦ほか, 
2004), その一つである巴川支流の吉
田川では, 1997 年に小野田 (1998) に
より 1個体, 2000年に筆者らによって
ホトケドジョウがわずか 2個体のみ確
認されているが, 現状は不明である. 
本調査では巴川流域において麻機遊

水地周辺以外の地域の生息状況につ

いて調べられておらず, 今後, 他の地
域における生息状況と巴川流域内で

の遺伝的な差異を明らかにする必要

がある. 
 

表 1.  ホトケドジョウのミトコンドリアDNAチトクローム

b 領域の配列. 配列上段, 静岡県静岡産 (麻機); 中段, 静岡

県菊川産; 下段, 神奈川県川崎産. ドットは同じ塩基を示す. 
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3-3. 意識調査 
S 中学校で実施した意識調査では, 「絶滅危惧種」という言葉を知っているか否かについて, 
「知っている」と答えた生徒は 72人全員であった. また, 絶滅危惧種の種名について書き出す
項目については, ゴリラ, トキなど 35種の動物があげられ, イリオモテヤマネコが最も多く 21
名, ジャンアントパンダが 16名, ニホンウナギが 16名, トキが 12名であった. しかし, 「ホト
ケドジョウ」と書き出した生徒はいなく, アンケート終了後にホトケドジョウを知っているか
否かの口頭の問いおいて, 知っていると答えた生徒は 0 名であった. その後, 総合的な学習の
時間において本種の形態と生態の特徴, 麻機遊水地における生息の状況と遺伝的地域特異性に
ついて紹介した後に得た感想には, 「どうして数が減っているのか知りたい」, 「ホトケドジョ
ウを守るにはどうすればよいのか」, 「遺伝子がなんで違うの」などの記述があり、絶滅が危惧
される身近な生き物を知るとともに, 生物の遺伝的多様性と保全に関して探求心が高まったこ
とが示された. 
 
4. おわりに 
以上のように, 捕獲調査では, 巴川流域麻機遊水地周辺のホトケドジョウは限定された狭い
範囲にのみ生息し, 生息数は 150個体以下と推測された. また, 遺伝的地域特異性が示され, 生
物地理学上重要な集団であることも示された. しかし, 中学生を対象としたアンケート調査で
は, 絶滅が危惧されているホトケドジョウが知られていない現状が明らかになった. 過去にホ
トケドジョウは, 環境省のレッドデータにおける絶滅危惧種のミナミメダカ Oryzias latipes や
準絶滅危惧のドジョウ Misgurnus anguillicaudatus と混生し, 身近な小川や水田で観察された生
き物である. しかし, 近年, 生息地が減少するとともに個体群の孤立が進行し, 絶滅が危惧され
ている. これは宅地や工場用地など造成や道路建設などの開発, 圃場整備や水路整備などによ
り生息環境が悪化して生息数が減少し, 各地で生息単位の絶滅が起こった結果と考えられてい
る (杉浦ほか, 2004). このようにホトケドジョウが, 私たちの生活に強く影響を受けている野
生生物の一つとして深く携えることは, 学校教育の生物多様性の保全の学習において, 人と野
生生物との関わりについて理解を深めることにつながるだろう.  
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